
流　況

①水　位

高津川水系における水位の基準観測所は高角観測所（益田市須子町）である。水

位標の零点高はT.P.0.22m、河口からの距離 2.4 kmの地点に位置し、集水面積は

1,076である。図４― 12は高津川の最高水位・平水位の変化を、また表４―４

には高角観測所における昭和 43年以降の水位概況を示す。最高水位は昭和 47年

の 6.50mが飛び抜けている他、水位４mを越えた年が６回もあり、高津川が水害

を受けやすい河川であることを示している。平水位には大きな変化はないが、毎

年少しづつ低下する傾向にある。



②流　量

表４―５に昭和 43年以降の高角観測所における流量概況を、図４― 13に年最

大流量の経年変化を示す。この期間中最大の流量を示したのは昭和 47 年で昭和

60年がこれに次ぐ。また最低の流量を示したのは昭和 52年で、その値は昭和 47

年の 10分の１以下と大きな経年変化を示す。年平均流量・年総流出量も同様に昭

和 47年が飛び抜けた最大値を示している。

昭和 43～ 63 年の月別平均流量（図４― 14）をみると、梅雨期の６月から７月

にかけての流量が特に多く、その前後の５・８月が意外にも少ない。また冬季の

流量は少ないが雪解けの２月から３月にかけては徐々に流量が増加し、４月から

５月にかけて再び流量が減少している。

表４―６にはこの期間の年度別の月別平均流量を示してある。最も大きな値を

示す月はやはり豪雨災害のあった昭和 47年７月で、その値は 300 /s を越える。

一方、最も少ない値を示す月は昭和 60 年８月で、わずかに７ /s 余りである。

流量の多い６～７月の平均流量を見ると年によって変化が大きく、極端に流量の



多い場合も極端に流量の少ない場合もある。これに対して春先の３～４月の流量

は比較的安定しており、少なくても 30 /s 以上の流量を示している。



③水位（H）一流量（Q）曲線

流量観測所では定期的に高水量観測および低水量観測を行なっており、これら

のデータをもとに水位と流量の相関関係を計算式で表す事ができる。即ちこの計

算式が得られれば任意の水位の値から流量を求めることができる。

高角観測所における曲線式の推移は次の通りである。

昭和 44年………Q=168.274（H－ 0.7111）2

［適用水位 0.95 ～ 2.00m］

Q=204.29（H－ 0.832）2

［適用水位 2.01 ～ 3.30m］

昭和 50年………Q=178.04（H－ 0.46）2

［適用水位O.46m～］

昭和 55年（適用期間 1・1～ 8・31）

…………………Q＝ 150.57（H－ 0.28）2

［適用水位 0.28 ～ 3.47m］

（適用期間９・１～ 12・31）

…………………Q＝ 142.34（H－ 0.19）2

［適用水位 0.19m～］

昭和 60年（適用期間１・１～７・14）

…………………Q＝ 147.54（H－ 0.01）2

［適用水位一 0.01m～］

…………………Q＝ 150.12（H－ 0.02）2

［適用水位一 0.02m～］

平成元年（適用期間１・１～７・12）

…………………Q＝ 199.78（H－ 0.18）2

［適用水位 0.18 ～ 1.38m］

…………………Q＝ 133.07（H＋ 0.09）2

［適用水位 1.39m～］

（適用期間７・13～ 12・31）

…………………Q=197.33（H― 0.23）2

［適用水位 0.23 ～ 1.70m］

…………………Q=133.07（H+0.09）2

［適用水位 1.71m～］



④洪水波の伝播

図４― 15は昭和 47年および昭和 40年豪雨、図４― 16は昭和 58年豪雨にお

ける雨量・流量・水位の時間経過を表したものである。昭和 40年 7月豪雨の場合、

雨量のピークと水位・流量のピークには半日以上の時間差があるが、47年豪雨の

場合は３時間程度の遅れしかない。58年豪雨ではさらに短く、約２時間の遅れと

なっている。この違いは出水の遅れが降雨の時期や集中度によって左右されるた

めに生じる。即ち、40年豪雨の場合は１時間雨量が最大値を記録した後にも比較

的強い雨が半日以上続いて降ったのに対し、47・58 年豪雨の場合は最大雨量を記

録した後は少量の降雨があったに過ぎない。
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